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社会福祉　第 53号　2012
　一番ヶ瀬康子先生（名誉教授・理事・評議員）は平成 24 年 9 月 5 日にご永眠されました（享
年 85 歳）。
　先生は第二次大戦中、日本女子大学を受験するため、長い船旅を経て台北から日本女子大学






















第 1 号  1954 社会事業家伝　石井亮一氏
第 2 号  1955 John locke の貧困児童観
第 3 号  1956 成瀨仁蔵氏の「社会事業教育観」







第 5 号  1958 生江先生を偲んで
第 6 号  1959 アメリカ社会福祉発達史研究に関する若干の問題提起    
―比較史的方法のための一試論―
第 7 号  1960 アメリカ社会保障の成立と社会事業
第12号  1965 社会事業現代史研究序説
第14号  1967 母子保護法制定推進運動の社会的性格について  ―母子保護法制定史（1）―
家庭児童の福祉に対する地域活動上の諸問題（共著）
篠崎茂穂先生について
第15号  1972 巻頭語　序にかえて
第24号  1983 日本女子大学社会福祉学科生の傾向と特質  ―調査報告― 学生と共著
第25号  1984 荒川区における福祉計画とその実践的検討（1）  ―老人生活実態調査を中心に― 学生と共著
第26号  1985 荒川区における地域福祉計画とその実践的検討（2）  ―老人生活実態調査を中心に― 学生と共著
第27号  1986 荒川区における福祉計画とその実践的検討（3）   ―老人生活実態調査を中心に― 学生と共著
第28・29 
合併号   
1988年
① How to promote Human Rights Education in the Japanese Educational System of 
Social Welfare
②社会福祉学科のむかしといま
第34号  1993 故　小島蓉子教授を想う















































てのアプローチが、ここからももっと明解になるであろうと思います。」（第 35 号 32p より）
　1990 年代頃、日本の東アジアへ対する関心度はまだまだ低かったのですが、一方で、私は長い
間タブー視されてきた日本植民地「満州国」の社
会事業を博論のテーマに設定し、中国側の一部
の人の批判を浴びているところでした。そのため、
先生のお話は私にとって大きな励みとなりました。
　日本女子大学の定年後、すでに 70 歳を越え
た先生は、九州地域に社会福祉の大学院がな
いことから、長崎純心大学の依頼を受けて赴
任し、博士課程前期、後期揃った大学院を創
り上げました。後期課程の中に日本初といわ
れる東アジア社会福祉比較の科目を設け、私
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一番ヶ瀬先生を偲んで
がその科目の担当に任せられました。また、2003 年頃、先生が主宰した「東アジアカトリック
社会福祉比較研究」の科研プロジェクトのメンバーにも加えて頂き、定期的な研究会にも通っ
ていました。ほぼ 10 年間、長崎純心大学に通って、先生と心おきなく話す機会が増え、先生
の東アジア社会福祉へのお考えや想いなどに対する理解がより深められたと思います。
　今の私の研究教育の主軸は東アジア社会福祉に傾いています。もし先生が東アジア社会福祉
研究の道を切りひらいてくれなかったら、そして、もし東アジア福祉比較の科目を担当すると
いう試練の舞台をつくってくれなかったら、今の私はいないでしょう。一方、その責任の重大
さも実感しつつあります。
　そして、学科の中央研究室に保管された先生の原稿に目を通すとき、1984 年に一番ヶ瀬先生
が、恩師の菅支那先生を偲び、執筆、編集した『菅支那先生との出会い』を発見しました。一
番ヶ瀬先生がはじめに書かれたことばに共鳴しました。
　今日、教え子の私たちが同じ思い、同じ気持ちでこのことばを恩師の一番ヶ瀬先生に捧げた
いと思っています。こうして社会福祉学科の素晴らしい伝統を守り、代々伝えられていけば、
天国にいる一番ヶ瀬先生もきっと喜ぶでしょう。
　「先生の純粋でおおらかなお人柄と、その情熱あふれる母校日本女子大学への想い、さらに教
え子一人一人への誠実な教えは、今更のごとく、ますます鮮明にそして心に深くよみかえってくる。
　先生への想いを、改めて心に刻み、先生がもっとも大切にされた人生での “出会い” を、各
自が改めて人生の糧とする・・・。」
　「この記録は、当日参加した各自の記念として、まず何よりも意味があることは言うまでも
ない。しかし、それだけではなく、母校の教育、女子教育さらに社会福祉教育に先生がのこさ
れたその足跡を明らかにし、教育者菅支那先生のお生涯とその影響を明らかにする意味もあろ
うかと考える。」
　「ことに偉大な教育者とは、たんに肩書きや、世に認められた事績によるものだけでいえる
ものではない。なによりも、その生きざまを通じて、強いインパクトを学生にあたえ、その感
動をもって各自の道を選ばせ、前進させる力
を持った人を言うのではないだろうか。」
 『菅支那先生との出会い』1p より
　先生の教えを守り、より良い研究教育を目
指します。
　安らかにお眠りください。　ご冥福をお祈
りいたします。
　素晴らしい先生――　一番ヶ瀬康子先生、
本当にありがとうございます。
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